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の競争により 18世紀中葉以降は衰退した。 14 ・ 15章では，この塩飽廻船の変容過程と，塩飽諸島をめぐる瀬戸内にお
ける商品流通の動向や船稼ぎ形態が分析されている。第 16-18章は石見・越後・佐渡の日本海側における廻船を研究
対象としたもので，各港における寄港船船の船籍・規模・積載貨物・運賃などを検討し，日本海側における商品流通の
動向と廻船経営について論究している。
以上の諸章が地方廻船ごとの分析であったのに対し，最終の「結論」においては，廻船の発展類型，廻船と商品流通，
廻船の性能，廻船の損益と運賃，廻船の経営形態，廻船と危険分散，廻船の近代化の項に分けて，研究の成果を総括して
いる。総括にあたっては，近世海運業がハード・ソフト両面において著しく進化し，全国的規模での商品流通を支える
大量輸送手段として大きな意義をもっていたことが強調されると同時に，沿岸海運であったことに起因する技術的特性
や，商品取引業からの自立を妨げる廻船経営の不安定性が指摘され，近世海運の限界が明らかにされている。
論文審査の結果の要旨
本論文の最大のメリットは，全国各地に散在する海運関係の大量の第一次史料を長年にわたって掘り起こし，それら
を駆使して，近世海運の実像を克明に明らかにした点にある。廻船業者の会計帳簿，客船帳，入船帳などの経営史料は
もちろん，海難史料など従来必ずしも光があてられなかった膨大な史料を丹念に読み込み，その結果，数々の新らしい
事実が明らかにされた。例えば，船船投資や廻船経営をめぐる共同投資や共同経営，利益配分法のあり方が具体的に明
らかにされたことは，日本における共同企業成立史の観点からも興味深いものがあるし危険分散，保険類似の慣行が
予想外に広範に普及していたことが明らかになったことも新しい知見である。また，廻船経営の収益性を，多数の事例
から明らかにしたのも大きな貢献であるo 商品流通史の点から見れば，主として幕府や藩の史料，都市大商家の史料，
株仲間関係史料などに依存してきた従来の研究がいわば点と点とを結ぶ形でしか商品のフローや市場のつながりを明
らかにしえなかったのに対し，本論文では諸廻船の活動拠点となっている商品流通の地域的結節点における貨物の動き
や船舶の航行状況を克明に追うことによって，江戸時代における市場形成の状況を微細に描き出すことに成功している。
これらの数々の新しいファクト・ファインデイングは，近世海運史や商品流通史における従来の定説にも大きな影響を
与えるものであり，その研究史上の貢献は高く評価される。研究方法に関しては実証史学の王道に沿って，史料批判を
踏まえた上で，根本史料中心主義を貫いており，分析の信頼性はきわめて高い。
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全体としての分析のフレームワークがやや不明瞭なこと，収集された大量の史料から得られる情報をさらに分析する
余地が残されていると思われることなど，今後の研究にまつべきところがいくらか残されてはいるが，数々の新しい知
見をもたらし，近世日本海運史研究に新たな地平を切り拓いた本論文は日本経済史研究の分野で高い評価を与えられる
べき業績であり，博士(経済学)の学位に十分値するものと判定する。
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